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　地震により建屋から漏洩した絶縁油による土壌汚染が
生じた。これを迅速かつ経済的に浄化するため，高圧

ジェット水を用いてオンサイトで洗浄し，洗浄済み土を
埋め戻しに再利用する方法が採用された。表紙写真は，
洗浄作業中の洗浄プラントおよび高圧水ジェット洗浄・
濁水処理装置の外観である。約 1 年間の稼働で汚染土
壌 35,000 t を洗浄でき，油の除去率 96％ときわめて高
い洗浄性能が達成された。

高圧ジェット水を用いた 
油汚染土壌の洗浄プラント

写真提供：東京電力㈱，㈱土壌環境プロセス研究所，㈱間組
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